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ま　　 え　　 が 　　 き

　鳥 類 の 食道 下 部 は 壁 が 肥 厚 し て 分泌腺 を蔵 し ， 主 な消化作用 を行 う前胃 とな つ て 砂 嚢 に 連 る。海鳥 や 鷺類

即 ち 魚 介食 の 鳥 で は こ の 食道 一一 前 胃部 の 膨 大控 が 著 し く多量 の 食物 を 収容 す る 。 こ の 内容物 の 圧力 に よ る

管 の 伸縮性 は 哺乳類小腸 や 血 管 に つ い て 多少組織学的 に も研究 され ，
Lewis ，

，22 は筋肉の 潺離細胞間 の 職着

性を 考 え ，
Brcmer ’

，

’36 は elast 三c　fiber の 働 と し，　Groebbels ，
’32 も鳥 類前 胃 に そ れ が 存在す る と述 べ て い

る ．Johnst。 ne ，
’
蓋3 は Gulnea　Pig の 腸 で ， 空 の 収縮管 で は腸腺や絨毛 は多数 あ る が ， 内容物の あ る場合は

少 くな り人 工 的圧力 で 最大 に 膨 ま す とそ れ ら は殆 ん ど 消減す る に 至 る こ と を 示 し た 。鳥類前胃で もこ れ と 同

様 な こ とが 見 られ る （陸 鳥 で は キ ツ ツ キ 類特 に ア リを好食 す る ヤ マ ゲ ラ 類） の だ が 組織学的観察例 が な い 。

膨大 に 当 つ て 食道 壁 は そ の 縦皺 が 伸び る に 過 ぎな い が，前實壁 で は分泌腺が 退化縮 小して 薄 くな り （縦 皺あ

る場合は 完全 に伸び）， 内容物が 腸に 下 るに 従 い 再生 して 元 の 如 く肥 厚し ， そ の 分 泌物は 乳雕状 に 壁内面 を

疆 つ て 次 の 食物 を待 つ 状態 と な る。 こ の 過程 は 可 rk　9）早 い もの と思 わ れ ， そ れ が 日常繰返 され る。

材 料

　フ オ ル マ リ ン 濱 と し て 保存 し た 材料 に つ き管鼻 目 数 種 20 数 個 の 前 胃 を 他 の 類 （鴎 ， 阿 比 ， カ イ ツ ブ 広

鵜 ， 海雀 ， 鷺）の 数個 の 驃本 と比 較 し つ つ 観察 し た 。 組織学的 観察は 主 に オ オ ミ ヅ ナ ギ ド リ に よ る 。

一　 般　 的　 観　 察

　管鼻目の 前胃は　1）他種 に 比 し 著 し く長 く 且 U 字形 に 反転 し ，
2）狭搾部 を 以 て 砂 嚢に続 き，

3）十 二 指

腸 の 起点 も独 特 で あ る 点 に 於 て 他 に 例 を 見 な い （lv（・tth ・ ws ，
’49 の 比較図参照）． こ れ は 習性 に 関連 して 多 量

に 前 胃 に 食物 を貯え る適応的進化 を 示 す構造 で あ る。夊 4）分泌腺発達 も著 し く 〔特有 の 油滴 も分泌）， 従 つ

て 膨大収縮時 の 組織 学的変 化 も顕 著 で あ る。そ れ は 次の 段階 に 分 け ら れ る e

I． 中 空 の 最肥厚時 ヒ の 状態 で は前胃は肉質 で es状 を な し， 内面 に 約 9 条 の 太 い 縦皺 が 麹 断 面 は 求

心 状 で 容積は 殆 ん ど な い 。オ オ ミ ヅ ナ ギ ド リに 於 け る議部 の 測定は次 の 通 りで あ る。

　　　　第 1 表 　中空時 の オ オ ミ ヅ ナ ギ ド リの 前胃測 定

（Measurernents ・f　 empty 　pr ・ ventriculi ・ f　C・tenectri∫ te・tcortteZas ）

前 胃 太 劉 　 （驫翼驫腎蟲〕　 前　胃　長

仮 転 底 部 迄 ）
　 　 　 　 　 ．一

縦

皺
数
一

一

　 巾 周 酊 皺 ・ 高 ・ 降 谷 部

9 〜 10cm 91　 L5 　 cm

　 L
，   1、〜、。 mm 　 l ＿

　 　 1

　前胃長は ア カ ア シ ミ ヅ ナ ギ ド リ も
tjN 　IO　cm ，ハ イ イ ロ ミヅ ナ ギ ド リ 9．5〜llcm

｝
ハ シ ボ ソ ミ ヅ ナ ギ ド．り

7．5cm を測 つ た。（コ ア ホ ウ ド リで は 皺 は 10 条余 ， 皺高 5m 皿 ⊂筋肉外層共 7mm ）で あ る が 腺層 は薄 く食

道壁 に 於 け る 如 く平 滑 で 組織学的 に も他種 と違 う と思 わ れ るが ，そ の 観察 は 他   機会 と し た ）。 こ．q）時 期 に

は分泌 され た 乳籬層の 下で 腺 は閉 口 し 消化準備完了 の 待期状態 に ある。

（27 り
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　2． 多少 の 内 容物 を蔵 す る 半膨張時　こ の 時期 で は前胃長は 不 変 即 ち長軸務 の 伸張 は ま だ起 ら ない が ， 田

周 上 の 膨 彊 が 起 り腺層の 皺高 も低下 し遂 に一様に薄 くな る。こ の 膨 張 は前買腹側 を 起腺 と し て 起 るか ら 層 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薄化は 背側部 で 早 く腹側部 で は 遅 れ る CJ 夊 食 物 が 新 た に

　　　　　　　 　　 入 つ た 場合と大部 が 腸 え 逼過 した 場合とが あ る （Fig．1

　　　　　　　 　　 参照）が ， そ れ は 食物 の 位 置 及 び 状態 ， 砂 嚢内容物 （通

　 　　　 　　 常 イ カ の 囁）の 新 古 ， 前 胃壁 の 上 下 の 状態 の 違 い か ら判

　 　　　 　　断 し得 る。即 ち斬 な内容 が前胃 上 部 に あ つ て そ の 壁 の 薄
　 　 ノ

　 　　　 　　 化 が 起 りつ つ あ り下 部 は 未 だ肥厚縦皺 を残し砂嚢内容 が

　 　　　 　　 少 く （粉 砕 され）古 い もの と ， 消化 され た 内容が 前 胃下

　 　　　 　　部 に 残 りそ の 壁 は腺が 点 在 す る 〔後記）最終薄 fb状態 に あ

　 　　　 　　 るが 上 部 は既 に 再肥厚 しあ り， 砂嚢 内容 は 新 し い もの と
　 　 K

　 　　　 　　を見 る。 こ の 期 の 腺 は通常 内壁
一

面 に 点 状 に 分泌物 下 に

　 　　　 　　 開 口 し て い る が ， そ れ は新た な 食物 に 対 し て 分泌物を補

　 　　　 　　 充 し つ つ 薄化 し て い る 場合 と， 消化 を終 墳再 肥厚 し つ つ

　　　　　　　 　　分 泌 物を 出 して 完全 肥 厚 の 準備態勢 に 戻つ て ve る 場合と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が あ る ら し い 。 こ の 期 の 測定等 を示 せ ば次 の 第 2 表 と

Fig・L 　　Change 　of 　Tubinar 三ne 　proventri一

蹴 淫縮 鷲 、朧 踟 ∫膿 、畿
　（d−c −a ）・　Th 　e・wall 　 change 　 is　 shown 　 by

　picces・ N ・ te　 th ・ differenc¢ 。f　 upper

　and 　Iowef 　parts　 of 　 a　proventriculus　iEl　 b
　 and 　 c。　 The ユayer 　of　secretion 　covers 　t｝  e

　wall 　surface （a 堊SQ 　the 　yell・ w 。 il　is　 secrez −
・d）量・ ・ね g… ．・ ・

b
・ … nd 　thegl ・・ユd ・

　are 　 Opell 　 oniy 　 m 　 b　 al ・d　 c ．　“

・な る。又黄色抽滴 も分泌 さ れ て 存在 す る が そ の 時 期 及 び

多少 の 要因 は 研究 を要す る 。

　 3，食物 を充満す る完 全膨張時　 こ の 状態 で は 壁 は 既

に 薄 い ゴ ム 布状 と な り腺 は ゴ マ 粒 大 に 縮 小閉鎖され て 点

在 （完全 に 消 減す る もの もあ る） す る に 到 り， こ れ は 管

鼻 目 K 於 て 独得 で あ る。こ の 場 合に 於 て も’鼠状 の 腺 は 腹

側部 に は よ り密 に 残 り背測及び底部 で 跡 と な る，こ の 状

態 の 2
，

3 の 例 を表記す る と 次 の 第 U 表 の 通 りで あ る 。

　　 第 2 表 　半膨張時 の ミ ヅ ナ ギ ド リ類 の 前 胃の 測 定 其 他

（Mea ・u ・ement ・，　 et… f・h・ lf−fi・ld　pr・ vent ・i・ uii ・f ・h ・ a ・waters ）．

種 類

オ オ ミ ヅ ナ ギ ド リ

〃

前
胃
部

位

前
胃

長

前

胃
巾

前
胃

周
囲

10
上

部
3CH ｝ 7cm

cm 下
部

1．5 。 n 、 l
　　 　　 　 l5

（：mh

尸

　
　　

上

部一
下
部

10

腺
　　1
層　1 腺

　　 i

前　胃

内 　容

中部 で

3．5
9

・ 一 平 均 騨 睡 ・

皺高 ・ mm 帥 「 空

1・・ 黝 1跏
轍 状 で 臙 司 閉 ・

ア カ ア シ ミ ヅ ナ ギ ド リ　 10 劃 ・ ・ 1 ．・・… 9 均 1閉 ・ ．
下

部
梢 袋 状 1黻 状 で 謙 司 閉 ・

魚 1体特
に 下部消
化

少

量

砂 　嚢

内　容

古 き
イ カ 囁
少数

… ボ ・ ・ ヅ ナ ・ ・ リ … ／ 艮7 5 2 平均 開 口

白色石 ！

イ　カ 囁
数 個

イ カ 虧
数 個

消 化残物 i胃石 2 新 な
少量　　　イ カ 囁数個

（前 胃内容 に は 分泌物及 び 時 に 滷滴あ り）。

（28 ）
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Fig. ?.

gi,,,

        
Histelogeical change  of  Tub{narine  proventricuLar wall  Ctransverse

  A,  C, D,  E:  (Jalonectris Jet{comelas, B:  Rt.17imes carneipes･section).

A  Empty,  with  maximum  hypertrephiecl  felds.

B. Some  foGd contained,  and  the  folds are  dragged  down  kshown  by  arrow)]by

     contractien  of  thc  circu]ar  muscle.

C. Mere  advanced  stagc.  The  circular  musc]c  is no"'  thicker  by  centraction  and

     t}]e glands  oi' draggcd-down  felds dege-eratc.  Thus  the  glandular  layer

     becQmcs uniibrm.

D. The  glands  now  inelined  and  the  circular  muscle  is ent]rely  stretched.

E. The  final stage  of  maximum  dilatior] Thc  glands  are  now  sessamoidal  and

     closed  Ca characteristic  ef  Tubinares)  and  arc  scattered  on  the  very  thinned

     iN'all.

( 29  ),
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　　　　第 3 表 管鼻類 の 充 満前胃の 測定及 び 容積

（M ・ a ・u ・ements ・f　・。・ne 　 dilatcd　P… entriculi 。f　T 。bi。。 。。 ，、

第　66　巻 ．　第 　6　号

種 　　　　　　類
前
胃

長

前
胃

串

前 　 胃

周　囲

内　 容　 物

及 　 び　 量

極 大 容

積 　（水）

壁 　の

厚　 さ、
ハ シ ボ ソ ミ ヅ ナ ギ ド リ

　 （体重 8559 ．）
13cm
　 『一一
9，5

・ 一 い4 …
ア ミ　1重Occ ．
　 （999 ．）

］30cc ． 0．5cm ．

“ 　　　　 「
　　　　　i

・亘
5　 i

　 　 亅

912 ア 　　ミ

．　 1 …

ハ イ 和 ミヅ ナ ギ ド
当

鮪

　　　 1＿
ア　　ミ

『 眄＿
　 L5

・ ル ー ・ モ ・ i8．9 　 5i エ3
…
　 　 　 1

魚 ， 大 型 プ ラ ン ク
ト ン 其 他

！ LO
｛

コ 　ア 　 ホ 1 ウ　 ド　 リ　　　 】5
一

6117 エ ビ 1，長形 魚 1，
小 ザ メ 21 ，其 の 他

…   一 0．5

嫉 の ノ ’シ ボ ソ ミヅ ナ 祥 魎 大 の 例 は 此 の 類 の 繭 収容 量 倣 さ （体耽 H ％ ）を示 し ， s・tの 鳥 は 殲
噤 し 殆 ん ど 飛 上 れ ず 潜確 よ 勉 鹹 と し た・尚 ・ 鱗 期で も ・ ア ・F・・Jiド y で 瞠 騨 に 皺 榊 び て 平滑
に 薄化 した 状態 で 腺の 讌在す る特性を示 さ、な い 点 で 他種 （ウ ミ ツ バ メ も含 む ） と異 る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛

a

b

C

」
U

e

f

　　　　　　　　組 織 学 的 観 察

　写 真 は 総 て 前胃梢 下 部切片 の 横断面で あ る。

　
A 図 ・ 完全肥厚時 の fftSした 腺 か ら成 る皺 で ，。b−

mucosa 層が そ の 中 央 に 左 右 の 枝 を出 し て 伸 び る 管鼻

日特有 の 状態 を示す 。 特に 環状筋 circu 童ar 　muscle の

曲折 が皺部下 で 著 しい 。

　
B 図及 C 図。裁 毛 の 量 な ど多少種間 の 差 も あ る よ

うだ が・共畔 膨張 時 え の 変 化 を 示 し
， 環状筋 の 状態

と 腺 部 の 厚 さの 一一
様化 か ら C 図 の 加 ・雛 行 し た 状

態 を 示 し 環状錺は 稍太 く収縮 し て 皺 部 を下 え 引 寄 せ 腺

は 1列庭並 び （他 の 鳥 の 腺 層 の 如 く）皺部 の 腺は そ の

為退化 し夊破壊 され て 消失 す る （F 図参照）。即 ち 食物
の 圧 力 に 対 す る 前 胃壁 組 織 の 反応 は 環状筋 の 収縮 に よ

る 皺 の 消 失 と して 現 れ ， そ れ rcよ り前瞰 ）容積は X と

な るか ら前 胃 自体 の 太 さは 未だ 変化 しな い 。尚 環状筋

の 繊維 は横断面 を示 す o

D 図・既 に腺は 斜 に 倒 れ 腺部 の 厚 さ も薄 く

な り環状筋 の 曲折 は 完 全 に 伸 び ， そ の 繊艦 は ま

F19・3・
』
ShoWing 　 th ・ d，t。il， 。f ぬ e　

w 。 li 。f
　stages

，
（】 and 　G （Fig．2）（Calonectris　leu−

　it〔）melas ）

　
aiV 潰 i

覃 b ： Glands ，　 f ； SubmucOsa
，
　 d ；

£
艮「

ξ臨 型
s・ 1ぞ… L… 1・・ di… m 鴫

　夏皿 F
・

皿 Qte 　the 　degeneration 　of 　9］ands 　of

・。

t

豊驪卿 鶚
f
牆 1瀚w

蕊寰蓋農瓢
　　山 csubmuco3a 　and 　皿 uscles 、

〔3e ＞
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だ 明 か な横断 面 を示 す が ， 張力 に よ り跡 と なっ て い る。

　E 図。極大 に 膨 張 し た前胃壁 で 腺 は 点状 K 退 化閉鎖 され ， 環 状 筋 も縦 走 筋 ］ongitudiinal 　
’
m ・も夊 sub −

m 。 c。s。 層 総 て薄層 と な 岨 そ の 繊維細胞 か 著 し く引伸盤 れ て い る （Dt ： よ く示 され て い る （G 図参照）・

以 上 の 観察 で 膨張時 に 管鼻 目の 進化特徴 で あ る皺部 の 腺 力洗 づ 退 化 消失 して 他 め 鳥 の 前 胃壁 に 似鰍 態 と

な る 点 に 味 が あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　び

前 胃壁が 膨大 と共 囀 くな る の は，S）食物 の 機械的 圧力皈 応 して 曲折 し て い た 環状筋が皺部 に 入 込 ん

一
だ 、。 bmu 。。、。 層を 引下 げた 後伸 張 し ，

2） Pt・kC筋 ee及 び ・ubmu … a 層 の 総 て の 細胞が 細 く引 f申され ・
S〕

騨 遂に鰍 （管 朗 礁 幽 に 収縮 退 イ匕し一部 は 消失す る ・ と r； よ る ・ 然 し て 前 胃力；空 瞳 る と腺 の 再生

皺 の 肥 厚が 起 る が ，
・ SCも圧力 の 消失 に よ る 環状筋 の 弛緩 に 基因 す る と翫 れ る・倉網 は 食 道の 一部 の 適 応

雌 化 拷 え られ ， 膨彊 駒 腺 の 退 化 を源 始性え の 逆行 と も云 え る ・ 故 t・・H常 の 官喟 墜 の 肥厚薄化 の 可 逆現

騨 前 彫 成 の 進化 の 概 し と老 え る な らほ興照 い ・そ れ 鵬 に つ い て 胴 じで あ ろ う・ 尚管鼻類 の 前胃

購 異 の 進化を 示 す が ，鄭 油滴分泌 を も伴 い ， そ れ は孤 島 に 礎 れ る皺 唹 て は最小限 の 嫡 で 尚 自 力 発

育 し 得 る 適 応性 と な つ て い る（，

　終 りに ， 有益 な御教示 を 受け た 東大教授藤井 隆博士 並 び に 組織標本及 び 顕微鏡 写 難 製 の 労 を賜つ た 横浜

国立 大学 芸 部 の 斎 藤 實氏 に 深 く感謝 の 意 を表す る 。
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